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シリーズ「行動計量の科学」の刊行迫る 
柳 井 晴 夫                                          

 
 2009年6月1日に発行された会報121号に

記載したように，2006 年 3 月～2009 年 3 月の
理事会(飽戸弘理事長)の委嘱をうけ行動計量シリ
ーズ刊行委員会が設立され筆者が委員長に就任
した。そこで前回の「行動計量学シリーズ」の出
版を引き受けていただいた朝倉書店と交渉した
ところ「行動計量学会の歴史に関する出版は適切
な出版企画になりにくいので行動計量学および
学会発展を跡付け主要な「研究課題」や「手法」
の紹介と解説を通じ全体として「行動計量学的ア
プローチとは何か」を紹介する入門書であれば出
版を検討してもよいという回答を得た。 
そこで前期理事会の承認をうけ「行動計量の科

学」シリーズ刊行委員会」を結成し委員として本
学会の理事である岡太彬訓，繁桝算男，吉野諒三，
および森本栄一の４氏に委員会の委員就任を委
嘱した。この委員会で執筆テーマ執筆依頼者を検
討し，2008年 4月に執筆依頼した。その後，一
部の書に執筆者の変更があり，現在のところ決ま
っている 10 冊の書名と内容，著者名は以下のと
おりである。 
１．行動計量学への招待：飽戸弘・池田央・猪

口孝・高倉節子・松原望・丸山久美子・柳井晴夫
（行動計量学および学会の発展を跡付け主要な
「研究課題」や「手法」の紹介と解説を通じ全体
として「行動計量学的アプローチとは何か」を紹
介する入門書と位置づける） 

２．マーケティングのデータ分析：岡太彬訓・
守口剛（消費者行動分析・プロモーション効果分
析などの手法とその数理モデル） 
３．医療サービスの計量分析：久保武士・清木

康：（病院選択行動医師の仕事量推定性感染症と
社会医師の技量評価） 
４．学力評価理論の新潮流：植野真臣・荘島宏

二郎・繁桝算男（eテストテストバンク自動採点
ニューラルテスト理論） 
５．国際比較データの解析： 吉野諒三・林文・

山岡和枝（計量的文明論データの科学国民性統計
的標本抽出調査） 
６．意思決定の処方：竹村和久・藤井聡（環境・

認知・行動の計量的アプローチ．意思決定への処
方的アプローチ） 
７．因子分析：市川雅教（探索的因子分析理論

と最近の発展） 
８．項目反応理論：村木英治（項目反応理論Ｉ

ＲＴモデルコンピュータ版テスト学力テスト） 
９．非計量多変量データ分析：足立浩平・村上

隆（離散変数の数量化法．数量化法から主成分分
析に至る非計量多変量データ解析の体系を提示
する） 
10．統一的カテゴリカルデータ解析：星野崇宏

（カテゴリカル変数と連続変数が混在する状況
のモデリングへの展開を行う） 
いずれの著も1993年から1996年にわたって

刊行された「行動計量学シリーズ」全 13 巻との



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 123 号                           2009 年 12 月 1 日 

  

重複はさけ最近 10 年間の行動計量学の発展を考
慮して決めたもので，方法論の記述に力点をおい
た著が⑦～⑩の4巻，方法論とその各領域への適
用を著（①～⑥の６巻に大別される。上記の書に
関して，現在の時点における，原稿の執筆状況を
示す。最も早く原稿が提出されたのが，⑦の「因
子分析」で，現在のところ，初稿印刷が終了し，
2010 年早々に出版予定である。これまで，わが
国で，「因子分析」を解説した本として，芝祐順
(1972)「因子分析法（東大出版会）」，丘本正（1986）
「因子分析法（日本科学技術）」，柳井晴夫他
（1990）「因子分析―理論と応用（朝倉書店）」
などがあるが，今回の⑦の著者の市川雅教氏は，
3番目にあげた朝倉書店発行の4名の共著者の1
人で，これまで因子分析の理論的研究を進めてこ
ら れ ， 因 子 分 析 の 理 論 に 関 し て ，
「Psychometrika」を始めとするいくつかの国際
誌に論文を発表しており，その成果が本巻で公表
される。同様に⑧の著者村木英二氏は，米国ETS
に長く滞在し，項目反応理論の中の PARSCALE
などの開発者として著名である。又，⑩の著者の
星野崇宏氏は若年ながら，最近「Psychometrika」
に多数の論文を掲載している新進気鋭の研究者
で，多数存在するカテゴリカルデータの諸技法を
統一的に記述した⑩は読み応えある書として早
期の刊行が期待される。 
②の「マーケッテイングのデータ分析」，⑤「国

際比較データの解析」，④「学力評価理論の新潮
流」の原稿が提出され，現在のところ出版社で原
稿のチェック・編集が行なわれている段階である。
①に関しては8人の分担執筆でいずれの著者も行
動計量学会創設時から現在に至るまで会員であ
り，1973年に発足した本学会の35年にわたる発
展が浮き彫りにされる予定である。①は本来なら
最初に刊行されるべきものであるが，執筆者の変
更があり，まだ全体の原稿が出揃っていないが，
近々に発行にこぎつけたいと考えている。  
いずれにしても，当初予定した全巻を2009年

10 月から 2010 年 3 月までに出版するという予

定は現在のところ大幅に遅れることになるが，す
くなくとも2010年中には全巻の出版にこぎつけ
ることは不可避である。この場をお借りし，筆者
に予定されている方々に不断の努力をお願いす
る次第である。 
（やないはるお，聖路加看護大学，行動計量学

会理事，刊行物委員会委員長） 
 

 
学会賞受賞者より 

林知己夫賞(優秀賞)を受賞して 
北田淳子 

このたびの受賞をたいへん光栄に思っており
ます。行動計量学会の賞は私には無縁のものと，
想像したこともありませんでしたので，受賞の知
らせのメールに半信半疑でした。 
研究業績にあげていただいた論文は，故林知己
夫先生と共同で行ったものです。いつも渋谷のオ
フィスに伺って，原子力に関する意識の継続調査
をはじめ，いろいろな調査をご指導いただきまし
た。研究の話が済んだ後も帰りの新幹線の時間ぎ
りぎりまで，先生の話題は尽きることがありませ
んでした。林先生からは，研究成果を一般のかた
にも読んでもらえる本にすること，「回答のゆれ」
を論文にすることを勧められました。お亡くなり
になられた後，何年もかかってようやく2つの宿
題を果たすことができ，偶然にもご命日にお名前
を冠した賞を頂戴したことに，感慨深いものがあ
りました。 
私は，多くの学会員の皆様のようにずっと研究
の道を歩んできたのではなく，三十代なかば過ぎ
に，調査も研究も素人の状態で，原子力安全シス
テム研究所に入り，林先生を始め，多くの先生方
のご指導を得てきました。特に吉野諒三先生には，
論文と報告書の違いという考え方の基本から丁
寧に教えていただきました。優れた先生方に指導
してもらえる環境に身を置くという幸運がなけ
れば，学会賞をいただき，「研究者」と呼ばれて
も気後れしないところまでたどり着けなかった
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と思います。諸先生方，そして研究所の上司，同
僚の皆様に心から感謝しております。 
初めて調査に携わったとき，継続調査で毎回同
じような数値がずらりと並ぶ結果に，一種の感動
を覚えたのが，私の調査に対する信頼の出発点で
した。ランダムサンプルの妙でしょう。私の所属
する研究所は民間企業で，住基台帳が閲覧できな
くなりました。林先生がご存命ならどう判断され
ただろう，答えをお聞きしたいものですが，今後
も信頼できる調査のためにランダムサンプリン
グの方法を模索しなければと思います。 
最後になりましたが，私の受賞が，この伝統あ
る賞の価値を下げることにならないよう，気持ち
を新たにがんばってまいりたいと思います。学会
の皆様どうもありがとうございました。 
 
肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

稲水伸行 
 この度は，栄誉ある肥田野直・水野欽司賞（奨
励賞）に選んで頂きまして，大変ありがとうござ
います。 
 私の研究テーマは，コンピューター・シミュレ
ーション，とりわけAgent-basedシミュレーショ
ンを用いた経営組織に関するモデル構築とその
実証分析です。以前，『行動計量学』に「マルチ
エージェントシミュレータを使ったゴミ箱モデ
ルの再検討」（33巻2号）と題する論文を書かせ
ていただきました。ゴミ箱モデルは政策の意思決
定プロセスのモデルとしても著名ですが，論文で
はそれを検証し，元のシミュレーションでは意外
な現象が起こっていることを指摘しました。けれ
ども，それだけでは，その意外な現象が現実の何
を示唆しているのか分かりません。それで悩んで
いた折，指導教官でもある東京大学大学院経済学
研究科の高橋伸夫先生の紹介で実務家の前でそ
のシミュレーションをプレゼンする機会を得る
ことができました。その時の経験が元となり，シ
ミュレーション結果と実際の組織現象をつなげ
ることができ，何とか論文作成までこぎ着けるこ

とができました。今回の受賞も，このときにご指
導いただいた先生方，調査にご協力頂いた方々の
おかげであると感謝しております。 
 残念ながら，シミュレーションを用いた実証的
研究は，経営学分野では十分な理解が得られてい
るとは言えません。その背景には，よく指摘され
る「ヤッコー（シミュレーションをやったらこう
なっただけ）」の問題があります。つまり，シミ
ュレーション結果と現実の適合性が問題視され
るわけです。この点がシミュレーションによる研
究を難しくしているのですが，だからこその醍醐
味もあります。現在でも，学会発表しても反応が
薄かったり，論文を投稿してもリジェクトされた
りと悪戦苦闘の連続ですが，今回の受賞を励みに，
今後の研究に邁進するとともに，シミュレーショ
ン・モデルとその計量的な実証分析の面白さを伝
えていきたいと考えております。 
 
肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

横山 暁 
この度，日本行動計量学会第 37 回大会におい
て肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を頂くことがで
き，大変うれしく思っております。このような賞
に縁がないと思っていた私にとって，受賞の連絡
を頂いた際は，喜びと同時に，大きな驚きがあり
ました。 
私は，統計解析に興味をもち，学部3年の末に
様々な分野の研究室から統計学の研究室を選択
いたしました。当初は確率統計を中心に勉強を行
っておりましたが，次第にデータの分析手法に興
味をもち，勉強・研究を進めていく中で，多次元
尺度構成法に出合いました。当時指導をしていた
だいていた理工学部管理工学科の竹内寿一郎先
生，篠崎信雄先生の紹介もあって，当時立教大学
社会学部に所属しておられた岡太彬訓先生の下
で研究を開始することができました。博士課程に
進学した際に，修士論文で行った研究を論文にま
とめ「行動計量学」に投稿したこと，また，学会
大会で発表させていただいたことが本学会との
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出会いとなりました。それ以来，学会大会では毎
年のように発表をさせていただいており，本年3
月にはこれまでの研究成果を博士論文にまとめ
博士課程を修了することができました。これも本
学会との出会いが無ければ成しえなかったこと
と思っております。 
この場をお借りして，これまで指導していただ
いた竹内先生，篠崎先生，岡太先生，研究を進め
る上で様々なアドバイスをして頂いた岡太研究
室の先輩である中山厚穂先生，また，本学会の先
輩先生方に感謝を申し上げます。 
現在は，多次元尺度構成法だけではなく，同じ
形式のデータを分析する重複クラスター分析法
の新たなモデルの提案・開発，また実データへの
適用に関する研究を行っており，今後も学会賞の
名に恥じないよう，より一層研究に精進してまい
りたいと思っております。 
本当にどうもありがとうございました。 
 
 
次年度大会開催校からの 
ご挨拶とご案内 

 行動計量学会のみなさまへ 
 来年（2010 年）度の日本行動計量学会第 38
回大会の開催をお引き受けしました埼玉大学の
松本でございます。 
 来年9月の大会の際には，行動計量学会会員の
みなさまの来校を，心より歓迎申し上げます。埼
玉大学の上井喜彦学長からも，学会員のみなさま
によろしくお伝えするよう，指示を受けておりま
す。 
 埼玉大学は，さいたま市（旧浦和市）の郊外に
位置し，最寄り駅の北浦和（京浜東北線）および
南与野（埼京線）は東京の都心から約 30 分の距
離にあります。学部の構成は，教養学部，教育学
部，経済学部，理学部，工学部の5学部に，大学
院の理工学研究科が加わり，比較的小規模な総合
大学に相当します。 

 今年度から，新たに，埼玉大学社会調査研究セ
ンター（SSRC）を発足させ，自治体などからの
調査研究の受託，ならびに，社会調査士の育成教
育に着手しております。同センターの運営におい
ては，行動計量学会の理事長である飽戸弘先生を
はじめ，行動計量学会関係の先生方にアドバイザ
ーやコーディネイターとしてご協力をいただい
ております。大会の開催に際しましても，学外の
方々のご援助を頂戴できれば幸いに存じます。 
最後に，来年の大会でお目にかかれることを心
待ちにするとともに，みなさまのご健勝を念じ上
げます。 
 
追記：日本行動計量学会第 38 回大会は，2010
年9月22日（水），23日（木・祝），24日（金）， 
25日（土）の4日間を予定しています（22日は
チュートリアル・セミナーのみ）。近日中に，大
会専用のウェブ・サイトを立ち上げ，みなさまか
らの報告の応募申し込みを受け付ける予定です。
なお，報告の応募は，「セッション枠（セッショ
ンのテーマおよび報告者構成セットでの企画）」
と「個人枠（個別テーマでの報告）」の二種類を
想定しています。 

埼玉大学評議員・経済学部教授 
埼玉大学社会調査研究センター長 
松本 正生（第38回大会実行委員長） 

 
 

委員会活動報告 
編集委員会より 
「行動計量学」および「Behaviormetrika」
の電子化について 
 日本行動計量学会では，本学会欧文誌
「Behaviormetrika」に引き続き本学会和文誌「行
動計量学」誌に掲載された論文記事を創刊号
（1974 年）に遡って電子化し全文公開すること
としました．詳細について，以下の“「行動計量学」
の電子化について”をご覧下さるようお願いいた
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します．論文を電子化して公開することで，「行
動計量学」の掲載論文へのアクセスがより容易に
なり，より多くの研究者の目に触れる機会が多く
なる可能性が考えられます．これは，行動計量学
の一層の発展に寄与するものと考えます． 
 本学会欧文誌「Behaviormetrika」の論文は電
子化し公開されております．その際，各論文の著
者全員に，著作権委譲についての文書をお送りし，
多くの著者のご了解を頂き，電子化し公開してお
ります．現在迄にお返事をいただいていない著者
の論文は，本来は著者からの権利委譲を待って電
子化し公開するべきですが，「Behaviormetrika」
全体としての研究上の利便性，研究者の利用の便
宜等を考えて，電子化し公開しております．著作
権委譲についてお返事を頂いていない著者で，電
子化し，公開することが不都合とお考えの方は，
学会までご連絡下さるようお願いいたします．公
開を中止するなど，学会として誠意をもって対応
い た し ます ．詳 細 につ い て， 以下 の
“「Behaviometrika」の著作権委譲確認書に非承
諾の意思表示のない著者への対応について”をご
覧下さるようお願いいたします 

飽戸 弘（日本行動計量学会 理事長） 
岡太彬訓（日本行動計量学会 学会誌編集委員長） 

 
「行動計量学」の電子化について 
 日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術
振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会和
文誌「行動計量学」誌に掲載された論文記事を創
刊号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運用
している電子アーカイブサイト（Journal＠
rchive1） にて全文公開（無償での公開）するこ
ととしました．  
 本学会論文誌の電子アーカイブ化・公開に関す
るJSTとの契約条件として，創刊号からの掲載論
文の著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著
者から得る必要があります．1974 年から 1999
                                                   
1 Journal＠rchiveは JSTの電子アーカイブサイ
トの名称です。 

年（第１巻１号～第 26 巻２号）までに発行され
た「行動計量学」に掲載された記事等の著作権は，
明確に定められておりませんでした 2．電子アー
カイブを行うにあたっては，これらの期間に発行
された「行動計量学」の記事の著作権が，著者か
ら本学会へ譲渡されているか，著作権の行使につ
いて著者から許諾を得ていることが必要となり
ます．そこで，本学会としましては，著作者人格
権を除く著作権，および，他の情報媒体（電子媒
体を含む）を通じて当該著作物およびその書誌情
報を公表する権利を，著作権者から本学会に委譲
願うことにいたしました．なにとぞ，ご承諾いた
だけますようお願い申し上げます． 
 
 本学会では，下記の手続きで，上記著作権の行
使の可否について，著作権者および相続権をお持
ちのご遺族の方に確認させていただきます．なお，
下記１～３の過程で非承諾のお申し出があった
論文については，電子掲載を行いません． 
 
１．2010 年１月初旬をめどに，連絡先の判明し
た著者に対し，本件の趣旨・お願い状とともに，
著作者人格権を除く著作権，および，他の情報媒
体（電子媒体を含む）を通じて当該著作物および
その書誌情報を公表する権利に関する委譲確認
書を郵送する．著者に対しては，委譲確認書に，
承諾・非承諾を記載の上，2010年（平成22年）
1月31日までに返送を依頼する． 
２．日本行動計量学会「会報」にて本件の趣旨を
告知し，著者に対して，著作者人格権を除く著作
権，および，他の情報媒体（電子媒体を含む）を
通じて当該著作物およびその書誌情報を公表す
る権利を本学会に委譲することを承諾しない場

                                                   
2 1999年の総会以降は，刊行された論文につい
ては，著作権は日本行動計量学会に帰属するよう
規定が明確に定められました．なお，2000年以
降に刊行された論文は，すでに電子化が行われて
おります。 
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合は，2010 年（平成 22 年）１月 31 日までに，
和文誌編集委員長宛に連絡するよう求める． 
３．日本行動計量学会のホームページ上にて本件
の趣旨を告知し，著者に対して，著作者人格権を
除く著作権，および，他の情報媒体（電子媒体を
含む）を通じて当該著作物およびその書誌情報を
公表する権利を本学会に委譲することを承諾し
ない場合は，2010年（平成22年）１月31日ま
でに，和文誌編集委員長宛に連絡するよう求める． 
 
 可能な限り，直接書面上で，委譲・許諾手続き
をさせていただくつもりではおりますが，論文総
数は600件を超え，連絡先不明の著者も少なくな
いことから，すべての著者から書面でご承諾をい
ただくことは難しいと予想されます．したがって，
2010年（平成22年）１月31日までに，諾否の
お申し出のなかった論文は，ご承諾いただけたも
のとして電子アーカイブの作業を進めさせてい
ただきます．また，上記１～３のお知らせが全て
の著作権者の目に触れることにはならないと思
われますので，本お知らせを知る機会がなかった
等の理由で期限後に該当者からのお申し出があ
れば，当該論文等の公開は，それ以後の可能な限
り早い時期をもって中止いたします． 
本件についてのお問い合わせ先は下記の通り

です。 
 

連絡先：〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1
早稲田大学文学学術院 
   竹村和久（和文誌編集委員長） 
早稲田大学文学学術院 
  高橋尚也（和文誌編集補助委員） 
  Koudoukeiryougaku＠gmail.com 
 

飽戸 弘（日本行動計量学会 理事長） 
岡太彬訓（日本行動計量学会 学会誌編集委員長） 
竹村和久（日本行動計量学会 和文誌編集委員長） 

 

「Behaviormetrika」の著作権委譲確認書に
非承諾の意思表示のない著者への対応につ
いて 
日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術
振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧
文誌「Behaviometrika」誌に掲載された論文記
事を創刊号（1974 年）に遡って電子化し，JST
で運用している電子アーカイブサイト（Journal
＠rchive）にて，すでに，全文公開（無償での公
開）しています． 
上記の公開のために，「Behaviometrika」誌の
著者には，著作者人格権を除く著作権，および，
他の情報媒体（電子媒体を含む）を通じて当該著
作物およびその書誌情報を公表する権利に関す
る委譲確認書（Copyright Transfer Statement
のフォーム）を送り，委譲確認書に承諾の署名を
いただいた上で返送していただいてきました． 
しかしながら，長期にわたって返送をいただい
ていない著者につきましては，「非承諾の意思表
明」がなく，承諾いただけたものとして，その著
者の論文記事も電子アーカイブサイト（Journal
＠rchive）に公開してきました．上記の委譲確認
書を返送されていない著者の中で，公開に不都合
のある著者がおられましたら，誠意をもって対応
させていただきますので，下記まで，ご連絡いた
だきたくお願い申し上げます． 
本件についてのお問い合わせ先は下記の通り

です。 
 

連絡先：〒565-0871  大阪府吹田市山田丘1-2 
大阪大学人間科学研究科 
  足立浩平（欧文誌編集委員長） 
  adachi＠hus.osaka-u.ac.jp 
 

飽戸 弘（日本行動計量学会 理事長） 
岡太彬訓（日本行動計量学会 学会誌編集委員長） 
足立浩平（日本行動計量学会 欧文誌編集委員長） 
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運営委員会より 
2010 年度研究部会の募集 
 日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは
かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行
っています。研究部会には，一定地域での研究推
進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部
会，および，オリジナリティーに富んだ研究成果
を挙げることを目的とする研究グループがあり
ます。活動経費は，地域部会については1 部会上
限5 万円程度，研究グループは1 部会5 万円（採
択件数は優れた研究計画若干）です。地域部会に
ついては，都心部から東京近郊までを主たる活動
地域とする部会を考えておりません。平成22 年
度の研究部会の募集を下記要領で行います。なお，
採否の審査結果は，4 月初旬にお知らせする予定
です。 
○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り
ください。）： 
（1）地域部会：研究部会名，代表者，参加予定
者（会員，非会員別），助成希望金額，活動予定
（この順序で書くこと） 
（2）研究グループ：研究部会名，代表者，参加
予定者（会員，非会員別），研究計画，活動予定
（この順序で書くこと） 
○応募締切：平成22 年1 月23 日（土）必着 
○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 
植野真臣（ueno@ai.is.uec.ac.jp） 

 なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai/bukai.pdf 
をご参照ください。 

植野真臣（電気通信大学大学院） 
 
第13回春の合宿セミナーのご案内 
第 13 回日本行動計量学会・春の合宿セミナー
を下記の要領で開催します。今回のセミナーは，
数年ぶりに宿泊・研修施設での合宿形式で春のセ
ミナーを開催する運びとなりました。 
本年度は，理論と実践の両側面から各テーマの
習得できるよう講義だけではなく，実習付きのプ
ログラムを組みました。新しい分野の開拓や，各
分野の理解を深める絶好の機会です。懇親会では

講師と深い議論も可能です。ぜひ全日程でのご参
加をご検討下さい。 
なお，参加登録は先着順とし，12 月中は行動
計量学会員のみ優先的に登録します（非会員の方
の登録も可能ですので周りの方にもご紹介くだ
さい。なお，非会員の方は2010年1月以降に申
し込み順に登録します）。 
3月は富士山がよく見える季節です。富士の麓
でのセミナーに多数の参加をお持ちしています。 
 

記 
 日 時（2 泊3 日） 
2010 年3 月26 日（金）～ 3 月28 日（日） 

 会 場 
東富士リサーチパーク内 
TOTO東富士研修所。 
＊JR 御殿場駅より送迎バスで20 分。 
＊宿泊しての参加を原則としますが，通い
でも構いません。研修所はきれいで清潔。
＊宿泊は個室です。 

 参加費（宿泊費別途必要ですが格安です。） 
 学生会員：3,000 円 
 学生非会員：4,000 円 
 一般会員：6,000 円 
 一般非会員：12,000 円 

 
＜予定プログラム＞ 

Aコース：多次元尺度構成法 
テーマ「 MDSを使って使って使い倒す！ 
   MDS入門から非対称MDS実習まで」 

講師：中山厚穂（長崎大学） 
従来，使われる機会が決して多くはなかった
MDS についてその魅力を再発見していただくた
めに，事例を含めながら解説し，さらに最新の非
対称MDSまでをRを使った実習でマスターして
しまおうという，大変，欲張った企画です。 
 
Bコース：官能評価 
テーマ「丸ごと官能評価A to Z」 
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  官能評価の基礎から実務応用，最新手法まで 
講師：芳賀麻誉美 

この合宿セミナーに参加しさえすれば，官能評価
が丸ごと体で覚えられるように基礎理論から，順
位法，一対比較法，SD 法といった調査法とその
データ分析までの講義と実習を行います。調査票
設計と実施実習は，グループワークで行います。 
教科書に書いていない実施のコツや注意点など
も実務経験に基づき講義します。講義後には中級
者の方の日頃の疑問点などにもお答えします。構
造方程式モデリングを使った応用事例も紹介予
定です。 
 
Cコース：基礎統計から第二世代の多変量解析ま
で 
26日 
「初学者のための質的データの分析法ー 
 質問紙によるデータの取得から分析までー」 

講師：吉村 宰（長崎大学） 
27日 
「Rによる統計分析～平均値の検定から 
多変量解析まで」 

講師：室橋弘人（お茶の水女子大学） 
中村健太郎（埼玉学園大学） 
   川端一光（早稲田大学） 

28日 
「Rによる構造方程式モデリング 
（共分散構造分析）」 

講師：尾崎幸謙（統計数理研究所） 
 
詳細・お申し込みはこちらのWEB ページをご覧
下さい。 
http://www.mayomi.org/bsj/seminar.html 
問い合わせ先：企画担当 芳賀麻誉美 
mayomi@pop06.odn.ne.jp 
 
広報委員会より 
メールニュースへのアドレス登録について
（再掲） 

-メールアドレスを登録している全会員へのメ 
ールニュース配信へ向けて- 

 
 日本行動計量学会では，会員の皆様への広報 
サービスの一環として，従来の会報誌発行に加 
え，メールニュースを配信しております。（会 
員向けメーリングリストの詳細は， 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
をご参照ください。） 
 さて，昨今，この会員向けメーリングリスト 
による情報発信の機会が増加しており，広報委 
員会に送られてくる情報そのものもメーリング 
リストによる配信を前提とした即時性のあるも 
のが増えてきました。そこで，情報を出来る限 
り漏れなくお伝えするために，メールアドレス 
を学会に届けておられる会員の皆様全員に，メ 
ールニュースを配信させていただくことにしま 
した。 
 先日，会員情報の確認が行われましたが，その
際メールニュースの受け取りを希望されなかっ
た方を除き，2010年1 月頃からメールニュース
の配信を行う予定です。メールニュースを全登録
アドレスへ原則配信とする旨，ご理解いただくと
ともに，ご協力，よろしくお願い申し上げます。
（なお，本年中は，これまで通り，メーリングリ
ストへのメールアドレスの登録・変更・削除は，
ご自身で行ってください。方法につきましては，
本会報の最後の「会員向けメーリングリスト登録
について」をご参照ください。） 

森 裕一（岡山理科大学 総合情報学部） 
 
 

理事会議事録 
日本行動計量学会 2009年度 第 3回理事会議事
録 
日時：2009年7月13日（月）18：00～20：00 
場所：大学入試センター 視聴覚室 
議事進行：飽戸弘理事長 
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出席者 飽戸弘，今泉忠，岩崎学，植野真臣，大
津起夫，大森拓哉，岡太彬訓，菊地賢一，椎名久
美子，久保武士，竹村和久，林文，星野崇宏，前
田忠彦，松本渉，森裕一，森本栄一，柳井晴夫，
山岡和枝，吉野諒三，渡辺美智子，柳原良造 
記録 大森拓哉 
 
議題 
１．前回理事会の議事録の承認 飽戸理事長 
 第2回理事会議事録を確認し，承認された。 
２．第37回大会について 
 菊地事務局長より，資料6－1，6－2に基づき
説明があり，順調に準備が進められている旨報告
があった。 
３．第38回大会について 
 前田理事より，次回大会は東京近郊の開催校に
依頼している旨報告があった。今後は他学会との
兼ね合いを考慮し，東京・地方開催の順を入れ替
えることも検討する旨報告があった。また，来年
度大会開催に関し，①他学会の開催予定情報，②
協賛団体・賛助企業の情報等を提供してほしい旨
依頼があった。 
４．各種委員会報告 
（ア）編集委員会 
①和文誌編集委員会 
 竹村委員長より，資料7に基づき，安田裕司氏
の編集委員への追加提案がなされ，承認された。 
②欧文誌編集委員会 
 植野副委員長より資料8に基づき，現在の論文
審査状況について報告があった。また，CHOI, 
Jong hoo 氏の編集委員への追加提案がなされ，
承認された。 
（イ）運営委員会 
 植野委員長より，各研究部会への予算配分が完
了した旨報告された。 
（ウ）広報委員会 
 森委員長より，学会ウェブページの更新が行わ
れたこと，大会時に入会案内を配布すること，メ
ーリングリスト充実のための指針等が報告され

た。また，会報記事の締め切りについても周知さ
れた。 
（エ）事務局 
 菊地事務局長より，入会者・退会者の報告があ
り，承認された。入会に際して，推薦者なしの場
合，学生であれば在学証明証などを提出してもら
って確認している旨補足があった。 
５．学会賞受賞者について 
 今泉担当理事より，資料9に基づき，学会賞受
賞者選考についての報告があった。その結果，4
名の受賞者が推薦され，承認された。また，岡太
理事より，推薦書の書式について改定すべきとの
意見が出された。 
６．総会について 
（ア）平成20年度決算について 
菊地事務局長より，資料3に基づき，平成20年
度の決算について7月1日に監査が行われた旨報
告があった。また，柳原監事より，監査の結果決
算に誤りはないことを確認した旨報告された。 
（イ） 平成21年度予算案について 
菊地事務局長より，資料4に基づき，平成21年
度の決算案について説明があった。また，吉野・
大津理事より，文科省からの予算についての説明
があった。 
（ウ） 総会次第について 
菊地事務局長より，総会次第の案が提示され，議
論・調整がされた。 
（エ） 名誉会員の推薦について 
山岡名誉会員担当理事より，西里静彦氏の名誉会
員への推薦があり，承認された。 
７． その他 
（ア） 印東太郎賞について 
菊地事務局長より，資料 2 に基づき説明があり，
依頼があれば推薦することになり，繁桝理事が担
当することとなった。 
（イ） 社会調査協会について 
飽戸理事長より，協会の現状・選挙などについて
の報告があった。また，菊地事務局長より，協会
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の基金へ 100 万円の拠出が完了したことが報告
された。 
（ウ） 統計関連学会連合について 
山岡理事・菊地事務局長より，来年度は早稲田大
学で開催されることが報告された。また，学会と
して連合大会に正式に参加するかどうかも次に
依頼があった際に検討すべきとの意見が出た。 
（エ） 組織検討委員会からの報告 
吉野委員より，現在会則の見直し（事務局所在地，
会費滞納の対応等）を行っており，総会の際に改
正するよう準備を進めている旨報告があった。次
回理事会前に，村上委員長より変更案を全理事に
お知らせし，次回理事会で最終確認することとな
った。 
（オ） 次回理事会日程について 
第37回大会中の8月5日に行われることが確認
された。 
 
 
日本行動計量学会 2009年度 第 4回理事会議事
録 
日時：2009年8月5日（月）18：45～20：30 
場所：別府ビーコンプラザ 小会議室 
議事進行：飽戸弘理事長 
出席者 飽戸弘，足立浩平，今泉忠，岩崎学，植
野真臣，大津起夫，大森拓哉，岡太彬訓，菊地賢
一，繁桝算男，竹村和久，千野直仁，鄭躍軍，林
文，星野崇宏，前田忠彦，松本渉，森裕一，山岡
和枝，山口和範，吉野諒三，渡部洋，大山哲司（江
島伸興理事代理） 
記録 大森拓哉 
 
議題 
１．第37回大会について 
 大山氏（江島理事代理）より，現段階での参加
者数（139名）および新たな試みとしてのランチ
ョンセミナーについての報告があった。 
２．第38回大会について 

 千野大会担当委員長より，第 38 回大会は埼玉
大学経済学部にて平成22 年 9月 22 日（水）～
25 日（土）の開催を予定している旨報告があっ
た。 
３．学会賞受賞者について 
 今泉理事より，受賞候補者全員の内諾を得た旨
報告があった。また，賞状の文案を見直すべきと
の提案がされた。 
４．会則改正について 
 林組織検討副委員長より，資料7に基づき，会
則における事務局所在地，入会手続き，退会手続
き，会員特典について改正の提案がなされ，議論
ののち，承認された。総会にて承認手続きを行い，
会報にて周知する旨確認された。 
５．総会関連について 
 菊地事務局長より資料1，2，3に基づき，総会
議事次第，2008年度事業報告，2009年度事業計
画について報告があり，修正の上，総会にて報告
する旨確認された。 
６．各委員会報告 
（ア）編集委員会 
 岡太編集委員長より，本日編集委員会が開催さ
れた旨報告があった。また，論文の電子ジャーナ
ル化について，著者全員に著作権譲渡を確認する
ため，予算が不足するかもしれない旨報告があっ
た。竹村和文誌編集委員長より，電子化について
の補足説明があった。また，資料4に基づき，学
会誌の寄贈先については，編集委員会が提案し，
理事会が承認する旨確認された。 
（イ）運営委員会 
 植野運営委員長より，大会チュートリアルセミ
ナーは 37 名の参加者があった旨報告があった。
また，次回春の合宿セミナーは芳賀真誉美運営委
員（電気通信大学）を中心に進められる旨報告が
あった。 
（ウ）広報委員会 
 森委員長より，資料6に基づき，学会メーリン
グリストへの登録手続きの提案があり，承認され
た。 
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（エ）事務局 
 菊地事務局長より，入会者の報告があり，承認
された。 
７．その他 
（ア）社会調査協会について 
 飽戸理事長より，明日の総会にて協会への基金
供出について報告する旨報告があった。 
（イ）統計関連学会連合について 
 菊地担当理事より，資料5に基づき，来年度の
共催依頼があったことが報告され，承認された。
今後のかかわり方については将来検討すべきと
の提案がされた。 
（ウ）次回理事会日程について 
 10月19日（月）に大学入試センターにて開か
れることが確認された。 
 
 

会員の図書 
南風原朝和・平井洋子・杉澤武俊『心理統計学ワ
ークブックー理解の確認と深化のために』，有斐
閣，2009年9月 
 
丹後俊郎・Taeko Becque 『統計解析の英語表現 
学会発表，論文作成に向けて̶医学統計学シリー
ズ8』，朝倉書店，2009年10月 
 
 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できるだけ
論文として投稿してください。お待ちしておりま
す。 
 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
 
 

ご連絡 
会員数（2009年10月8日現在） 
正会員： 882名 
準会員：  82名 
名誉会員： 7名 
賛助会員： 21社 
寄付会員：  9名 
シニア会員：6名 

計1,007名 
 
入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しく
は，下記までお問い合わせください。 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
（株）国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係（担当：岸） 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 
日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
会員向けメーリングリスト登録について 
会員向けメーリングリストへの登録をお願い
申しあげます（なお2010年1月までは，ＭＬへ
の登録（削除も）はご自身で行っていただきます）。 
「会員向けメーリングリスト：登録・サービス
の詳細」のページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって行ってくだ
さい。なお，会員であることを確認するために会
員番号が必要ですので，学会からの送付物の宛名
シールなどを用意して，作業をしてください。よ
ろしくお願いします。 
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会員専用ページへのアクセス 
学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会
報，会員向けメーリングリストの2つのページが
会員専用となっています。これらのページにアク
セスする際には，以下のユーザー名とパスワード
の入力が必要となります。 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 
編集後記 
本来，本会報で学会賞受賞者のことばを頂くと
ころでしたが，担当者（吉村）の不手際により，
一部の先生におきましては原稿を頂くことがで
きませんでした。この場を借りてお詫び申し上げ
ます。 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，
会員に関係があると思われる，シンポジウム，セ
ミナーなどの情報を含め，会員の皆様から原稿を
募集しております。下記の送付先までお送り下さ
い。 
 
会報原稿送付先 
〒852-8521 長崎県長崎市文教町1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 

皆様からの情報をお待ちしております。 
 
 原稿は，発行月（3,6,9,12月）の前々月の末日
までにお寄せください（たとえば6月1日号の場
合は4月30日）。それ以降に届いたものにつきま
しては，内容を判断した上で，次号に掲載させて
いただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・菅野剛・
田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯彦・山田剛史
相談役：前田忠彦 


